
未来のあなたのために「今」できること
  リーダーシップ開発講座 受講生募集！
日 時　平成２３年６月１１日(土 )午前１０時～午後４時
会 場　いいやま女性センター未来
講 師　伊藤 かおるさん ㈱コミュニケーションズ・アイ代表取締役
定 員　４０名（市内在住または勤務している方）
内 容　①自分自身に気づく
　　　 ②挑戦は人を美しくする
　　　 ③前に向かうコミュニケーション 他
申し込み・お問い合わせ
6月1日までに男女共同参画係62-3111(内線３７１）へ
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未来通信

No.120

人権政策課男女共同参画係
電話：0269-62-3111
FAX：0269-62-5990
　　　　　　　　（内線371）
E-mail：
jinken@city.iiyama.nagano.jp

いいやま女性センター未来
飯山市大字飯山1431
電話・FAX：0269-62-0543
E-mail：
center-mirai@city.iiyama.nagano.jp
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いいやま女性センター未来　くらしのセミナー・パワーアップ講座開催！
　

　　　
　

〜
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
〜
地
区
学
習
会

　

区
長
会
・
公
民
館
・
男
女
共

同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
・

人
権
同
和
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
秋

津
・
木
島
・
岡
山
地
区
で
男
女

共
同
参
画
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
さ
れ
た

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
（
◆
男
性
・
◇
女
性)

◆
昔
、
男
は
台
所
に
入
る
な
と

言
わ
れ
て
き
て
今
に
至
っ
て
い

る
。
先
日
読
ん
だ
本
で
、
感
謝

の
言
葉
を
言
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
と
書
い
て
あ
っ
た
。「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
を
一
日
の

う
ち
に
い
か
に
言
え
る
か
だ
と

思
う
。

◇
現
在
、
男
性
中
心
の
中
で
活

動
し
て
お
り
、
女
性
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
女
性
も
家
庭

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
参
画
で

き
る
機
会
が
必
要
だ
と
感
じ

た
。

◆
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
る
。

男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
で
は
い
け

な
い
と
思
う
。
相
手
の
立
場
に

立
た
な
い
と
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
平
行
線
だ
と
思
う
。
相
手
の

立
場
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
。

◇
以
前
勤
め
て
い
た
時
、
女
し

ょ
は
言
っ
て
も
や
ら
な
い
、
女

し
ょ
は
だ
め
だ
と
、
い
つ
も
言

わ
れ
て
い
た
。
説
明
会
で
女
性

が
話
し
て
も
男
性
は
「
う
ん
、

わ
か
っ
た
」
と
理
解
を
示
し
て

は
く
れ
な
か
っ
た
。
で
も
男
性

だ
と
若
く
て
も
納
得
し
て
く
れ

た
。
そ
う
い
う
思
い
を
何
度
も

△H22年度の役員のみなさん大変
　お世話になりありがとうございました。

経
験
し
て
き
た
。
女
性
だ
っ
て

や
れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
て
も
、

土
壌
、
経
験
が
な
け
れ
ば
で
き

な
い
。

◇
女
性
も
や
ら
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
て
も
、
土
壌
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
し
、
協
力
が
な
い

と
や
っ
て
い
け
な
い
。
地
域
の

役
員
な
ど
女
性
が
や
る
に
は
、

家
事
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
と

い
う
環
境
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◇
地
区
も
女
性
が
入
れ
ば
活
性

化
す
る
。
農
業
で
も
い
ろ
い
ろ

求
め
て
い
る
も
の
は
違
う
と
思

う
。
女
性
農
業
委
員
と
し
て
、

地
産
地
消
、
食
の
安
全
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

◆
こ
の
学
習
会
で
①
協

力
し
合
う
②
お
互
い
の

立
場
に
立
つ
③
認
め
あ

う
、
こ
と
を
学
ん
だ
。

※
知
る
こ
と
、
気
づ
く

こ
と･･･

身
近
な
こ
と
か

ら
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
、

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　今月から「ちいさなジェンダー」を
お届けします。双子のあいさん（女の子）、
きいさん（男の子）が主人公の4こま
漫画です。

©段丹映子　無断転用を禁ず
子どものお手伝い･･･男女問わず
何でもさせていきたいものですね。
子どもたちのあしたのために。

参加無料

△４こま漫画ちいさなジェンダー
　作者　段　丹映子さん

　　保育サービス講習会閉講 !!
　22時間にわたり開催した保育サービス講習会の閉講
式を3月7日に行いました。受講生9名、全員が、修
了証書を手にされました。閉講式終了後は、ボランティ
アグループ「ひよこの会」と社協より活動についてお話
いただきました。受講生は、受講した事を今後の活動に
役立てたいと熱心に耳を傾け、数人が各団体に登録さ
れました。今後の活躍が期待されます。
○受講生からの感想
　・子供を預かる事を簡単に考えていたが、講習をう
　　け「命」を預かるという、重大な事に気づいた。
　・短い期間でしたが、どの回も全て充実していて満
　　足の一言です。特に子どもの心の発達や病気、救
　　急法実習などはためになりました。保育実習でも
　　実際に色々なお子様を見て、それぞれの対応の仕
　　方の難しさも痛感しました。
　・勉強になりました。実際の子育てに活かせている
　　し、　知識によって今までより気持ち的にも余裕が
　　できた気がします。今は、自分の子供の面倒を見
　　ていますが、「今後、子供を預ったら・・・」とい
　　う視点で世話してみたりしています。皆さんと楽
　　しいひと時でした。　

「ごみ減量とちょいエコ講座」　　
　　　　　　アクリルたわし作り
　
　3月１１日、講師に市民環境課職員と、服部春江先
生をお迎えし、参加者１８名で開催しました。
　ごみ減量の話では、市では１８年度から２３年度ま
でに２０％減量をめざしており、２２・２３年度には
１３％の減量が必要。減量達成できないと、分別や資
源化にきちんと取り組んでいる世帯とそうでない世帯
での不公平をなくすため、ごみ処理費を袋代に上乗せ
することの検討も必要。また、一人ひとりが少し分別
に気を使えば必ず目標を達成できるはずとお話があり
ました。
  服部先生のアクリルたわし作りでは、初心者にもわ
かりやすく、かぎ針棒、糸の持ち方から丁寧に教えて
いただき、参加者も楽しく編んでいました。
○受講生からの感想
　・ごみ減量のお話がとてもわかりやすく教えていた
　　だき良かった。ごみ減量１３％減、私もがんばり
　　たいです。
　・ごみ処理について迷っていたことが聞けてよかっ
　　た。
　・編み物初心者でも、わかりやすく親切に教えて
　　いただきよかった。

女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
利
用
者
団
体

連
絡
会
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
　
３
月
10
日
に
、
未
来
利
用
者
団
体
連
絡
会
の
皆
さ

ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
Ｈ
22
年
度
事
業
報
告
、
Ｈ
23
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
も
女
性
セ

ン
タ
ー
未
来
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
承

認
さ
れ
、
Ｈ
23
年
度
の
役
員
さ
ん
も
決
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
の
事

業
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　お世話になりありがとうございました。

△調理実習の様子

▽修了式の様子

△熱心に取り組む参加者

　 キャリアアップ　
　  講座のご案内

○ホームヘルパー２級
　養成講座
○日商簿記３級講座　     
（若年者就労支援講座）
上記講座の日程やお申込みに
ついては、５月号でお知らせ
します。


